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論文内容の要旨
本論文は，一定の三次元空間内で規制された高分子合成とくに重合反応の解明を目的として，天然
化合物であるデオキシコール酸を包接格子とする付加重合を研究し，特に格子内での重合反応の特異
性についての研究成果を述べたもので，その内容は，緒言と本文 3 章及び結語からなっている。
第 1 章では，デオキシコール酸と種々のモノマーとの包接化合物の生成と重合について述べ，従来
注目されていなかったデオキシコール酸が包接重合に非常に有効で、あることを示している。種々のモ
ノマーの包接化合物が得られたが，特にジエンモノマーから立体特異的な高分子が生成し，デオキシ
コール酸の形成する格子が重合反応の制御に重要な役割を果すことを明らかにしている。
第 2 章では，モノマ一分子をとりこむ際のデオキシコール酸の形成する格子の特性について述べて
いる。デオキシコール酸の包接化合物にわいては，格子内のモノマ一成分が単純な加熱により，容易
に置換されることを見出し この加熱置換法を用いてデオキシコール酸のモノマー包接化合物をつく
り，モノマ一成分の置換に必要な条件を重合結果から明らかにしている。また，デオキシコール酸の
格子がモノマ一成分を選択的に取りこむことが明らかになり，直鎖よりも枝分れあるいは環化した化
合物の方が包接格子内ヘ効率よく取りこまれることを見出している。
第 3 章では，デオキシコール酸の形成する格子内での重合反応の制御について述べ，格子の形と大
きさによく適合するモノマーすなわち 2 ， 3 ジメチルブタジエンと 2 ， 3 ジクロロプタジエンからは， どの
ような条件においても， 1 ， 4- トランス構造に富む立体規則性の良い高分子が生成することを認めてい
る。一方，少し小さなブタジエンからは， 1 ， 4- トランス成分以外に 1 ， 2- トランス成分も含む高分子が
得られ，モノマーの種類により包接格子内の重合反応の制御に相違点のあることを明らかにしている。
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さらに， トランスー 2- メチルペンタジエンの重合では不斉誘導がおこり，大きな旋光性をもっ光学活
性な高分子が生成し，デオキシコール酸が包接不斉重合の研究に最適な化合物であることを見出して
いる。
結語は本論文の総括で，以上の結果をまとめて述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，一定の規則的構造をもった天然化合物であるデオキシコール酸を包接格子とする付加重
合を詳細に研究し，とくに格子内での重合反応の特異性と選択性についての成果を中心に，合成化学
の立場から機能性高分子の新しい方向を展開することを目的としたもので，つぎのような知見を得て
いる。
1 )デオキシコール酸が重合性の多くのオレフイン類やジエン類化合物を包接し得ることを見出し，
生成する包接化合物の安定性や，物理化学的諸性質を明らかにしている。
2 )一連の包接化合物が放射線の照射によって重合して容易に高分子を与え，とくにジエン類からは，
立体特異性のある高分子が生成し，包接格子が生成高分子の構造や，形態発現に重要な意味をもつ
ことを示している。
3) 包接格子の大きさに適合した立体構造をもっ単量体の中で， とくにトランス- 2- メチルペンタジ
エンなどの重合では不斉誘導が行なわれ 大きい旋光性をもっ光学活性高分子の得られることを見
出し，デオキシコール酸が不斉重合を行なうために，技術的に最適な化合物であることを結論して
いる。
以上のように，本論文は容易に入手できる天然化合物であるデオキシコール酸の包接格子を用いて，
それの与える三次元空間による規制下で一定の構造，形態および機能をもっ高分子合成の新しい方法
を示したもので，生化学的に興味ある合成技術を従来の高分子合成の手法に導入し得た意義は注目す
べきものがあり，また，これを工業化学的に展開する上で重要な基礎的知見を与えた点で，基礎，応
用両面に貢献するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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